
平成２２年度  

第４回京都府Ｕ14クラブチャンピオンシップ男子バレーボール大会  
 兼 第１３回全国ヤングバレーボールクラブ男子優勝大会京都府予選会  

第２回京都府ヤングクラブバレーボール連盟女子交流会 

兼 第１３回全国ヤングバレーボールクラブ女子優勝大会京都府予選会 

開催要項  
 
１．主  催  京都府バレーボール協会 京都ヤングクラブバレーボール連盟     
 
２．後  援  京都府 京都市 宇治市 京都府教育委員会   京都市教育委員会  
        宇治市教育委員会 （財）京都府体育協会 （財）宇治市体育協会   
        京都新聞社 ＫＢＳ京都  
 
３．協  賛    ミズノ株式会社  
 
４．主  管  京都府ヤングクラブバレーボール連盟  
 
５．開催日時  平成２２年６月１９日（土）  

開館：９時００分  開会式：９時３０分  
        試合開始：開会式終了後約30分後  
 
６．会  場  太陽ヶ丘体育館（宇治市）     
 
７．種別及び 

参加資格  ① U-14男子・女子 京都府に在住・在学の満１４歳以下の選手で構成された
 クラブチーム（平成２２年４月１日現在の年齢とする） 

        ② U-19男子・女子 京都府に在住・在学する満１９歳以下の選手で構成され
たクラブチーム（平成２２年４月１日現在の年齢とする） 

③ 高体連・中体連の各種大会へ出場していても、本大会の出場は可能である。 
ただし、学校単位の単独チームは認めない。また、小学生のみでの出場は
できない。  

        ④ 部長・監督・コーチ・マネージャーの内１名以上は成人(２０歳以上)の  
          引率者であること。また、監督・コーチ・マネージャーのうち１名は、国
          際連盟公認コーチ・（財）日本体育協会公認スポーツ指導者制度に基づく、
          公認バレーボールコーチ・公認バレーボール上級コーチ・公認バレーボー
          ル指導員・公認バレーボール上級指導員・JVA認定コーチのいずれかの資
          格を有する者であることが望ましい。  
 
８．競技規則  平成２２年度（財）日本バレーボール協会競技規則に準ずる。 
        25点の３セットマッチとする。ただし、第３セットは15点までとする。 

U-14男子は、ネットの高さは２ｍ30㎝。ボールは4号球。 
U-14女子は、ネットの高さは２ｍ15cm。ボールは4号球。  
U-19男子は、ネットの高さは２ｍ43㎝。ボールは5号球。 
U-19女子は、ネットの高さは２ｍ24㎝。ボールは5号球。 
      

９．競技方法  予選リーグと決勝トーナメントを原則とするが、最終的には参加チーム数に  
より決定する。 

 
10．チーム構成 １チームは監督・コーチ・マネージャー・トレーナー各１名、選手18名以内 

 とする。ただし、選手は18名まで申し込むことができ、試合ごとに14名をエ 
        ントリーする。申し込み受付後の選手の変更は、競技者番号の変更を含めて認 

めない。 
 

11．参  加  料  １チーム６，０００円 
（京都府ヤングクラブバレーボール連盟の登録料３０００円含む） 
 
 



 
12．参加申込  大会参加申込書に必要事項を記入して、下記まで郵送またはメールで申し込む

こと。  
                   〒  ６２１－０００８ 亀岡市馬路町中島１ 京都府立南丹高校内  
                                        美 馬 信 彦 
                                   HTUm-mima@kyoto-be.ne.jp UTH 

 
13．申込締切  平成２２年６月４日（金） 
 
14．問い合せ先 美馬信彦（南丹高校      ℡０９０－３６５５－８６１８）  

井戸 充（宇治市立北宇治中学校 ℡０７７４－３９－９１６０）  
金子義彠（ヤングクラブ会長   ℡０７５－３１４－１５６９） 
 

15．開閉会式  開会式：９時３０分より   登録選手はユニフォームで参加すること。 
        閉会式：全試合終了後  ３位までのチームの参加で行う。 
 
16．その他    ① U-14男子 上位４チームには、８月末に大阪で行なわれる近畿大会に出

場する権利と義務が生じる。 
② 全種別とも、上位チームは９月末に行われる全国ヤングバレーボール大会

に出場する権利と義務も生じる。 
（全国大会出場可能チーム数は5月6日現在未定） 

③ 当日開会式終了後、組み合わせ抽選を行う。  
 ④ 本大会の参加者を対象に主催者が傷害保険に団体加入するが、チームと

してスポーツ保険に加入していることが望ましい。 
 ⑤ ユニフォームについては、チームで統一されていることが望ましいが、

やむを得ない場合は、この限りではない。 


